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まだまだ暑い日が続いていますが、秋らしい
ものも、ちらほら見られるようになりました。

☆今月の観察会
今月の観察会の

担当は篠原です ﾄﾞ。
ﾝｸﾞﾘとｶｷを例にし
てﾀﾈの散布方法を
みなさんにも考え
てもらいながら紹介
しました。
まずは、なぜ遠くにﾀﾈを蒔くのかというと、

①逃避仮説 親の近くで増えると病気や子ども:
同士の競争で育つことのできないタネが多くな
るので、ﾀﾈを遠くにまこうという考え方です。
②移住仮説 住みやすい新しい場所に移動するﾁ:
ｬﾝｽを得るためにﾀﾈを遠くに蒔くという考え方
です。
次にﾀﾈを蒔く方法は、大きく分けて5つ。 ﾀA

ﾝﾎﾟﾎﾟの綿毛など風に飛ばされる風散布、 ｷｼｮB
ｳﾌﾞなどの水に流される水散布、 ﾀﾈが入ったC
袋がはじける自発的散布、 ｸﾘなどの落ちるだD
けの重力散布、 動物に運んでもらう動物散布E
があります。さて、ﾄﾞﾝｸﾞﾘとｶｷは、両方とも重

。 、力散布と動物散布を使っています 動物散布は
ﾄﾞﾝｸﾞﾘはﾈｽﾞﾐなどが冬に食べるために貯めたも
ので、忘れられたﾀﾈが芽を出す食べ残し型、ｶｷ
はﾀﾈのまわりを食べる周食型、そして、動物に
ひっついて遠くに蒔く（いわゆるひっつき虫）
付着型に分かれます。ﾄﾞﾝｸﾞﾘとｶｷ、動物に食べ
られる点では同じですが、違いはﾀﾈを食べられ
るか食べられないかです。食べ残し型はﾀﾈを食
べられ、周食型はﾀﾈの周りを食べてもらいﾀﾈは
糞と一緒にまいてもらう方法です。内容が少し
難しかったようで、みなさん話を聞きながら、
必死に頭を整理されていました。
話のあとは、森でﾘﾌﾚｯｼｭ 季節の花のﾅﾝﾊﾞﾝｷﾞ!

ｾﾙやﾄﾞﾝｸﾞﾘ、ｶｷなどを見て回りました。その途
中に道の上が赤紫色になっているのを見つけ
て、何かなと思いよく見てみるとﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ
の実の色でした。が、さらによく見てみるとそ

、 、の中にｾﾐの死体もあって みんなで考えた結果
何かに一緒に食べられたのだろうということに
なりました。

☆作業について
①竹材の選別②炭の箱詰め③炭磨き④水辺ﾋﾞ

泥の浚渫中です

ｵﾄｰﾌﾟのしゅんせつ⑤機械刈り⑥昼食の準備の6
ﾒﾆｭｰです。

①は、工作材料に
伐っておいた竹材が
変色して、材として
使えるものとそうで
ないものにわけまし
た。使えないものは
そのまま捨てるわけ
でなく、これからの
焼き芋ｼｰｽﾞﾝの薪とし
て活躍してもらいま
す。②は、夏前に焼
いてあった炭を箱詰
めにしました。③は、先月に引き続き、工作用
に竹炭を洗って磨く作業です。竹炭に和紙を貼
り、絵を描く工作を9月15日に行いました。④
は、森の中の河川改修の一環で、10年間で河に
溜まった泥をｽｺｯﾌﾟで水揚げしました。⑤は 「ﾄﾞ、
ﾝｸﾞﾘの実生、ｵｵﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ、ﾔﾌﾞﾗﾝは、刈らない
でください！」とｷﾂ～く言ってからの草刈り、
「ｽﾄﾚｽがたまった！」と言いながら、ちゃんと
ｻｻだけを刈ってくださいました。⑥は、炭焼き
名人特製の炭を使って、焼きﾅｽと焼きﾋﾟｰﾏﾝな
ど、今回も野菜たっぷりの料理ができあがりま
した。
今月の昼食ﾒﾆｭｰは、ﾁｷﾝﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ、ﾗﾀﾄｩｲﾕ、賀

茂うりと鶏肉の炊いたもの、そしてﾃﾞｻﾞｰﾄには
愛東の梨をいただきました。
用意していた作業が午前中で全て終わったの

と、暑さもまだ厳しかったので、今月もお昼ま
での作業となりました。

☆第4水曜日の作業
機械と鎌による草刈を行いました。昨年木を

植栽した場所は、明るくなった分、草の生長が
激しく、すごい勢いで草が生えてきています！
まず機械で荒刈りをしてもらい、その後鎌で丁

。 、寧に刈っていきました ﾄﾞﾝｸﾞﾘがたくさん落ち
子どもたちと森の中に入っていける場所は草刈
り機でｻｻを刈ってもらうとすっきりし、足下に
ﾄﾞﾝｸﾞﾘを発見しやすくなりました。陽ざしはま
だまだあるものの、汗がすぐ乾くので、とても
気持ちの良い汗をかけました。

お昼のﾒﾆｭｰはｻﾝﾏやｶﾎﾞﾁｬ、ｺﾞｰﾔﾁｬﾝﾌﾟﾙ、そし
ておいなりさんなどとってもお腹いっぱいに
なりました。

ドングリ拾ったよ～

9月の作業日は
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☆9月の木ままクラブ
9月からは、いつも通り月に2回の活動です。

作業がしやすい季節になってきたからか、いつ
ものﾒﾝﾊﾞｰが勢揃いでした！

9月13日 11人 ナラ枯れで枯れたコナラの
大きな木を2本伐採。その他、枯れ枝を高枝切
りで伐採しました。午後からは有志で今シーズ
ン初の芋掘を行いました。日照り続きで土が乾
燥してとっても固かったです。

9月20日 9人 林内各所にある枯れ枝や枯れ
木の伐採を行いました。
10月は4日、18日が活動日です

☆今年のナラ枯れ情報
今年は雨が少なかったので、ｶｼﾅｶﾞにとって

はうれしい年のようでした。昨年森ではﾅﾗ枯れ
の木はほとんど無かったのですが、今年は約10
本ほど枯れ、付近では箕作山が激しく枯れてい
ました。元ｽﾀｯﾌの岸本君は現在、滋賀県立大学
の大学院でﾅﾗ枯れの研究をしているので詳しく
聞くと、滋賀県全体では被害は南下し、甲賀市

。 、・旧甲西町が被害のﾋﾟｰｸだったようです また
余呉の方でも2回目のﾅﾗ枯れが発生しているよ
うで、まだまだ収束するのは先のようです。

☆河辺いきものの森ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
夏休みの時期も終わり、9月は少し落ちついた

日々を過ごすことができました。
夏休み恒例のｸｲｽﾞﾗﾘｰは、76人が参加してく

れました。夏休み期間のうちの10日間は、ｸｲｽﾞ
ﾗﾘｰではなくｻﾏｰｳｫｰｸというｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰを行い、こ
ちらは20人が参加してくれました。

ｸｲｽﾞﾗﾘｰは超上級編まで全問ｸﾘｱしてくれる子
もいてくれましたが、参加人数が少なくなって
いることがやはり淋しいですね。いったい最近
の小学生は、どこでどうやって長い夏休みを過
ごしているのでしょうか？

9月に入り、今だ！とばかりに、海外旅行に
行くｽﾀｯﾌあり、東北にﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ旅行に行くｽﾀｯﾌ
ありと、それぞれに休暇を楽しむことができま
した。これからやってくる忙しい忙しい忙しい
日々に向けて、ﾘﾌﾚｯｼｭできたことと思います！

9月の最終週からは、いよいよた～くさんの
学校や団体が森を訪れてくれる、とても忙しい
時期が始まります。季節の変わり目で体調を崩
しやすい時期ですが、気合いを入れて迎えたい
と思います！

その秋のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでとても重要なﾄﾞﾝｸﾞﾘ。今
年もｸﾇｷﾞとｱﾍﾞﾏｷがすでに落ち始めています。
森を歩いていると、ﾄﾞﾝｸﾞﾘが落ちるｶﾞｻｯ、ﾎﾞﾄｯ
という音がよく聞こえます。9月20日には、ﾄﾞﾝ
ｸﾞﾘ工作1番乗りの学校を迎え、いよいよﾄﾞﾝｸﾞﾘ
の季節が始まったことを実感しました。

そして秋からのもう1つの主役の焼き芋！ﾄﾞﾝ

ｸﾞﾘ工作1番乗りの学校は、同時に焼き芋も1番
乗りでした。まだ暑い日でしたが、無事にこの
秋最初の焼き芋は焼き上がりました！残念なが
らお持ち帰りだったので、子どもたちが食べる
様子は見れませんでしたが、これからたくさん
の笑顔に出会えることと思います！

☆モリイコ！の子どもたち
まだまだ残暑が残る9月でしたが、子どもた

ちは元気元気。モリイコ！ 第5回目は提灯とS
月明かりのみで夜の森たんけんを行いました。
たんけんでは、夜の虫の音を聞いたり、銀ﾏｯﾄ
で寝転んで夜空を見たり、忍び足で道のﾃﾞｺﾎﾞｺ
を感じたりしました。怖くて行けないって子も
いたのですが、班のみんなで手をつないでいる
と安心できたのか、回ることができました。夜
にたくさん虫が鳴いていること、提灯がなくて
も月明かりで歩けたこと、たくさんの発見があ
りました。子どもたちは、寝転んで夜空を見上
げたことが一番楽しかったようで 「初めて流、
れ星みた！ 「ここでｷｬﾝﾌﾟしたいな」などたく」

。 、さんの星に感動していました 夜の森を楽しみ
怖い気持ちに打ち勝ちよりたくましくなったよ
うに思います。

一方、モリイコ！の5回目は「工作」を行い
ました。午前は秋のﾄﾞﾝｸﾞﾘを使って、ｺﾏ、ﾔｼﾞﾛ
ﾍﾞｰ、ﾄﾞﾝｸﾞﾘｺﾌﾟﾀｰ､ﾄﾞﾝｸﾞﾘｶｰを作りました。午
後からは、モリイコ！では初めてﾉｺｷﾞﾘとﾅｲﾌを
使いました ﾉｺｷﾞﾘで切った竹を組み立てて ﾄﾞ。 、
ﾝｸﾞﾘ迷路を作ります。初めてのﾉｺｷﾞﾘもみんな
上手に使えるようになりました。また、自然と
お友達の竹を押さえててあげる協力態勢ができ
ており、驚きました。最後に、ﾅｲﾌで枝鉛筆を
作りました。ﾅｲﾌ（小刀）を使うのは当然初め
てなので、なかなか思うようには削れません。
けれども段々と上手になっていき、2本目はｽﾑｰ
ｽﾞに削れるようになっていました。できあがっ
た鉛筆を嬉しそうに見ている子どもがたくさん
いました。どれも一生懸命作ったものばかりな
ので大切にしてくれたらなと思います。

早いもので、モリイコ！は10回中5回が終わ
りました。子どもたちは、お友達の名前を覚え
て呼び合ったり、お手伝いをしてあげたりと回
を重ねるごとに仲良くなっていきました。残り
5回子どもたちがどう成長していくのか楽しみ
です。

☆10月の作業は…
秋らしい風がふくようになった森で、さわや

かに作業ができるのではないでしょうか。お昼
!は、ｻﾂﾏｲﾓ料理のｵﾝﾊﾟﾚｰﾄﾞの予定です

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！
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